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カンガルーのルーおばさん 

村山
むらやま

桂子
け い こ

／作 中谷
なかたに

千代子
ち よ こ

／画 あかね書房
しょぼう

 

 森
もり

のそばののはらに、カンガルーのルーおばさんがくらしていました。

おばさんは、はたらくのが大
だい

すきでしたから、おなかのふくろに    

しなものをあずかる「あずかりや」をはじめました。 
さっそく、たぬきのタヌおくさんが、ぶどうのいっぱいはいったかご

をあずけにきました。おばさんが、おなかのふくろにかごを入
い

れて   

つぶさないようにじっとすわっていると、あまいあまいにおいがして 

きます。おもわずたべてしまいそうになったので、あわててはなに   

大
おお

きなマスクをかけました。 
でも、やっぱりルーおばさんはおいしそうなぶどうが気

き

になります。 

じゅえきレストラン ふしぎいっぱい写真
しゃしん

絵本
え ほ ん
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                        新開
しんかい

孝
たかし

／写真・文 ポプラ社
しゃ

 

じゅえきには、はっぱでつくられたえいようぶんがたっぷり。

ぞうきばやしのむしたちにとって、じゅえきはおいしいごちそう

だ。ヤナギのきにもハルニレのきにもクリのきにも、じゅえき 

レストランがあって、どこもむしたちでおおにぎわい。 
チョウやカブトムシやスズメバチもやってくる。ときには、 

じゅえきをとりあってけんかもする。でも、けんかしても、また

レストランにやってくるんだ。 

ぺちゃんこスタンレー 

ジェフ・ブラウン／文 トミー・ウンゲラー／絵 さくまゆみこ／訳 あすなろ書房
しょぼう

 

ある朝
あさ

、ニューヨークにすんでいるラムチョップさんの家
いえ

でたいへん

なことがおこりました。スタンレーがパンケーキみたいにぺちゃんこに

なっていたのです。スタンレーは、はじめはとまどっていましたが、  

なれてくるとぺちゃんこは楽
たの

しいものでした。かぎのかかったへやに  

だってドアのすきまから入ることができますし、カリフォルニアの  

友
とも

だちのところへ行
い

くときは、サンドイッチを持
も

って大
おお

きなふうとうに

入
はい

り、ポストに入
い

れてもらうこともできます。風
かぜ

のつよい日
ひ

は、糸
いと

をむすんでたこ  

あげのたこになることもできるのです。 
 

１・２年生に 
おすすめする本 

市川市立図書館 

ほ ん 

うすくて、びっくり！ 

 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/library/db/1014.htm
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「本
ほん

のぽけっと」は、図書館
と し ょ か ん

から小学生
しょうがくせい

のみなさんにおすすめしている本のリストです。 

年
ねん

に２回
かい

、最新号
さいしんごう

と基本版
きほ ん ば ん

を各市立
か く し り つ

小学校
しょうがっこう

に配布
は い ふ

、市立
し り つ

図書館、関連
かんれん

施設
し せ つ

でも配布しているほか、 

バックナンバーはホームページでもご覧
らん

いただけます。また、ここで紹介
しょうかい

している本は市
いち

川
かわ

市
し

の図書館で 

かりることができます。 

中央図書館 平田図書室 自動車図書館 行徳図書館 信篤図書館 南行徳図書館 市川駅南口図書館 

 

 
こぶたのレーズン 

   バーリント・アーグネシュ／さく ブローディ・ベラ／え うちかわかずみ／やく 偕成社
かいせいしゃ

 
 

レーズンは、ブドウパンに入っているレーズンみたいにちっぽけな

こぶたです。 
「りっぱなぶたには、なれないから」と、おうちをおいだされた  

レーズンは、こびとのマノーがひとりで住
す

んでいるカボチャの家
いえ

に 

いっしょにすむことになりました。 
 レーズンは、おふろに入ればお湯

ゆ

をこぼすし、ついおおげさな   

でたらめをいってしまうこともあるちょっとてまのかかるこぶたです。 
 それでもマノーはレーズンがだいすき。いっしょにいると、わくわくするの

です。こびととこぶたの、たのしいまいにちのおはなしです。 
 

あかいえのぐ 

エドワード・アーディゾーニ／作 津森
つ も り

優子
ゆ う こ

／訳 瑞
ずい

雲社
うんしゃ

 
 

あるところに、ひとりのえかきがいました。うつくしいえをかくの

ですが、えがうれなくて、かぞく５人
にん

で、まずしいくらしをしていま

した。とうとうおかねがなくなってしまい、えをかんせいさせるため

のあかいえのぐをかうこともできません。 
サラとサイモンは、えかきのおとうさんをたすけようと、おかねを

かせごうとしますが、おまわりさんにしかられてしまいます。 
すると、つぎの日

ひ

のあさはやく、おおきなつつみがとどいたのです。

つつみのなかには、たくさんのたべものがはいっていました。それに、あかいえのぐ

がいっぽんと、「みなさんのために」とかいてあるてがみもはいっていました。 
 
 
 
 
 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/library/db/1014.htm

 

えは、かんせいできるかな？ 

本のぽけっと第 28 号 

 


